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主催／岐阜大学　企画／地域科学部
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令和元年度 岐阜大学公開講座

日 時

会 場

13：00～16：30（各講義90分）

土12日 土19日 土26日10月

岐阜大学地域科学部 101講義室

募集人数 100名（先着順） 対 象 高校生以上申込期限 9月27日（金）

〒501-1193  岐阜市柳戸１番１
岐阜大学 地域科学部 総務係
TEL：058-293-3003　FAX：058-293-3008　E-mail：chiiki@gifu-u.ac.jp

申 込 先

※お寄せいただいた個人情報は厳重に保管し、本講座に関する連絡以外の目的では一切使用致しません。
※手話などの別途対応が必要な方はお申込み時にご相談ください。

申込方法
住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号、職業、車での来学の有無を明記
の上、郵送・持参・FAX・E-mail のいずれかの方法でお申込みください。

岐阜大学創立70周年記念事業

受講料
無料

PROGRAM
12日土 開講式、講演、質疑応答

19日土 講演、質疑応答

26日土 講演、質疑応答、閉講式

錬金術と科学
柴田 和宏 助教（科学史）

ラテン語の初歩の初歩
内海 智仁 教授（アイルランド文学、ヨーロッパ文化）

都市の温暖化
十二村 佳樹 准教授（都市環境工学）

物理・サイコロ・コンピュータ
中塚 温 助教（統計物理学）

株主価値重視経営と日本経済
柴田 努 准教授（理論経済学）

性別と法
―性の多様性について法の視点から考える―
立石 直子 准教授（民法学）



19日土 13：00－16：30　講演、質疑応答

26日土 13：00－16：30　講演、質疑応答、閉講式

講 演 内 容

錬金術と科学

　錬金術は、現代ではフィクションの中くらいでしか目にする
ことはないかもしれませんが、歴史的には現実の世界で長き
にわたり追究され続けました。特に17世紀頃の西欧では錬金
術はさかんに研究、実践されていました。この講座では、近年
大きく進展している歴史研究をもとに、過去の錬金術とはど
のようなものだったのかを学びます。さらにそこから、科学と
は一体なんなのかというより大きな問題についても考えてみ
たいと思います。

柴田 和宏 助教（科学史）

ラテン語の初歩の初歩

　ローマ帝国のことばであった「ラテン語」は、ヨーロッパにお
ける漢文（中国語）のようなもの。ラテン語（およびその文化）を
抜きにして、ヨーロッパの文化は語れないでしょう。ラテン語
は、「死語」の代表のように語られもしますが、実は現代のヨー
ロッパ諸語の核をなしている成分のひとつであり、その意味で
現在も生き続けていることばと言えます。その基礎知識は、現
代語（直系のイタリア語、スペイン語、フランス語などはもちろ
ん、英語も）の学習にも大いに役立つのです。この講座では、ラ
テン語の「初歩の初歩」を学び、あわせて、ラテン語文化の世界
にも（ほんのわずかですが）目を向けます。

内海 智仁 教授（アイルランド文学、ヨーロッパ文化）

都市の温暖化

　暑くなってくると「熱中症に注意しましょう」という文言を
見聞きする機会が増えますが、ここでは熱中症が発生する要因
の一つと考えられている都市の温暖化を取り上げます。
　都市の温暖化が起きるメカニズムやその問題点、考えられ
得る対策等について（時間が許せば簡単な実験を交えながら）
紹介する予定です。
※本講座は熱中症にならないためのアドバイスをするもので
はありません。

十二村 佳樹 准教授（都市環境工学）

物理・サイコロ・コンピュータ

中塚 温 助教（統計物理学）

　平成の間に計算機はとても身近なものになりました。計算機
の代表的な特徴として、同じことをとんでもない回数できる、
ということがあります。例えばただサイコロを振るだけでも、
一万回サイコロ振って、と人に気軽に頼む人はいないでしょう
が、計算機には気軽に頼んでいます。計算機上のサイコロを
利用すれば、気軽に多数のパターンを試し、そこにある現象の
おおまかな姿が得られます。モンテカルロシミュレーションの
例を使って、身の回りの物理を考えてみましょう。

株主価値重視経営と
　　　　　　 日本経済

　2000年代以降、日本企業の株主配分（配当＋自社株買い）が
増加しています。大企業を中心に利潤のかなりの部分を株主
へ配分しているのです。しかし、2000年代以降の日本経済は
雇用の不安定化、賃金の低下といった労働条件の悪化による
格差拡大、貧困の増大も同時に進んでいます。なぜこのよう
な企業行動が生じたのでしょうか。講座では日本経済の構造変
化を踏まえて、この課題を解明します。

柴田 努 准教授（理論経済学）

性別と法
―性の多様性について法の視点から考える―

　女と男、性別はこれだけでしょうか？近年、ＬＧＢＴという言
葉とともに、性の多様性について、さまざまな角度から取り上
げられるようになりました。戸籍上の性別の取り扱いの変更を
望む当事者にとって、どのようなハードルがあるのでしょうか。
また、同性カップルが結婚できないことで抱える困難は？この
講座では、法律学の視点、とりわけ家族にまつわる法の視点
から、性の多様性について考えていきたいと思います。

立石 直子 准教授（民法学）

12日土 13：00－16：30　開講式、講演、質疑応答


